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★世界各地の家きん・野鳥で 
高病原性鳥インフルエンザ発生。 

 渡り鳥の南下が本格する本年10月以降、ハンガリー、ドイツ等の欧州およ
びインドでH5N8亜型の高病原性鳥インフルエンザの発生が継続的に確認さ
れています。（裏面参照） 
 国内においても渡り鳥の飛来が本格化する時期を迎え本病ウィルスの国内
侵入リスクは一層高まっています。 
 農場内へのウィルスの侵入を防ぐため、飼養衛生管理基準を守りスズメや
ネズミ等野生動物の侵入防止対策を徹底するようお願いします。 
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渡り鳥のシーズンが本格化し始めました。 
 

このカラス 
感染してない
かなあ？ 

・飼養衛生管理基準を守りましょう。 
 

・防鳥ネットや壁に穴がないか確認し、あれば修繕しましょう。 
 

・給餌施設や給水施設に野鳥やネズミが入らないようにしましょう。 
 

・鶏舎への出入り時の消毒・靴や衣服の交換をしましょう。 
 

・異状のみられた鶏を見つけたらすぐ担当の獣医師か家畜保健
衛生所に連絡をお願いします。 




